
「
課
題
探
究
的
な
学
習
に
お
け
る
新
聞
活
用
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
第
８
回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
北
海
道
セ
ミ
ナ
ー
が
８
月
９
日
、
札
幌
市

中
央
区
の
北
海
道
新
聞
社
で
開
か
れ
た
。
会
場
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
配
信
さ
れ
、
道
内
外
の
教
員
ら
約
60
人
が
参
加
し
た
。

北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会

（
菊
池
安
吉
会
長
）
の
主
催
。

２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
１
部

で
は
日
本
新
聞
協
会
認
定
Ｎ
Ｉ

Ｅ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
栗

山
町
立
栗
山
小
学
校
の
冨
樫
忠

浩
教
諭
、
札
幌
市
立
篠
路
西
中

学
校
の
山
田
耕
平
教
諭
、
遠
軽

町
立
丸
瀬
布
中
学
校
の
武
井
翔

教
諭
の
３
人
が
実
践
例
を
発
表

し
た
。

冨
樫
教
諭
は
、
安
平
町
立
早

来
小
在
勤
中
の
２
０
１
８
年
、

胆
振
東
部
地
震
の
際
の
総
合
的

な
学
習
の
時
間
で
の
実
践
を
発

表
。「
子
ど
も
た
ち
の
活
動
が

新
聞
記
事
と
し
て
報
道
さ
れ
た

り
、
子
ど
も
の
作
文
が
掲
載
さ

れ
た
。Ｎ
Ｉ
Ｅ
が
絡
む
こ
と
で
、

学
び
の
効
果
が
得
ら
れ
た
」
と

話
し
た
。

山
田
教
諭
は
、
朝
の
学
活
で

の
生
徒
に
よ
る
「
今
日
の
ニ
ュ

ー
ス
」
発
表
や
、
学
年
の
目
標

を
は
が
き
新
聞
に
ま
と
め
た
実

践
例
な
ど
を
報
告
し
た
。
こ
う

し
た
学
級
経
営
・
学
年
経
営
の

取
り
組
み
を
行
う
上
で
「
新
聞

は
効
果
的
な
ツ
ー
ル
の
一
つ
」

と
語
っ
た
。

武
井
教
諭
は
生
徒
が
興
味
・

関
心
を
持
っ
て
課
題
を
見
つ

け
、理
解
を
深
め
、発
表
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
繰
り
返
す
探
究
サ

イ
ク
ル
の
各
段
階
で
新
聞
を
使

っ
た
実
践
例
を
紹
介
し
た
。「
新

聞
を
使
う
こ
と
で
個
別
最
適
な

学
び
を
実
現
で
き
る
」と
語
っ
た
。

第
２
部
は
、
ま
ず
24
年
度
の

実
践
指
定
校
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
紹
介
さ
れ
た
。

続
い
て
23
年
度
の
実
践
指
定

校
の
中
か
ら
、
優
秀
な
実
践
を

行
っ
た
札
幌
市
立
義
務
教
育
学

校
福
移
学
園
、
浦
幌
町
立
上
浦

幌
中
学
校
、
札
幌
新
陽
高
校
の

３
校
を
表
彰
。
さ
ら
に
３
校
を

代
表
し
て
福
移
学
園
の
福
本
勇

太
教
諭
、
上
浦
幌
中
の
中
村
宏

喜
教
諭
、
札
幌
新
陽
高
の
桜
庭

彩
寧
教
諭
が
実
践
内
容
を
発
表

し
た
。

最
後
に
参
加
者
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
交
流
。
実
践
の
工
夫
な

ど
に
つ
い
て
熱
心
に
意
見
交
換

し
た
。

第
29
回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会

（
日
本
新
聞
協
会
主
催
）
は
８

月
１
、
２
の
両
日
、
京
都
市
で

開
か
れ
た
。
全
国
の
教
員
や
報

道
関
係
者
ら
約
１
２
０
０
人
が

参
加
。
パ
ネ
ル
討
論
や
公
開
授

業
の
ほ
か
、
初
開
催
の
ポ
ス
タ

ー
発
表
を
通
じ
て
大
会
テ
ー
マ

の
「
探
究
と
対
話
を
深
め
る
Ｎ

Ｉ
Ｅ
」
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

パ
ネ
ル
討
論
で
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
意

義
に
つ
い
て
京
都
教
育
大
付
属

桃
山
中
学
校
の
神
崎
友
子
主
幹

教
諭
は
「
生
徒
た
ち
に
対
話
や

探
究
を
促
し
、
自
己
の
考
え
や

生
き
方
を
見
つ
め
る
機
会
を
与

え
る
」
と
強
調
。
京
都
市
学
校

歴
史
博
物
館
の
林
潤
平
学
芸
員

は
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
歴
史
に
ふ
れ
「
戦

後
教
育
で
は
、
教
師
と
生
徒
に

民
主
社
会
を
作
る
と
い
う
共
通

課
題
が
あ
っ
た
。
学
校
新
聞
を

作
る
際
に
も
対
話
を
通
じ
て
共

に
学
ん
で
い
っ
た
」
と
紹
介
し

た
。ま

た
、
ス
マ
ー
ト
ニ
ュ
ー
ス

メ
デ
ィ
ア
研
究
所
の
長
沢
江
美

研
究
員
は
個
人
に
最
適
化
し
た

情
報
を
提
供
す
る
ネ
ッ
ト
メ
デ

ィ
ア
の
特
性
に
つ
い
て
「
フ
ィ

ル
タ
ー
バ
ブ
ル
に
陥
る
と
、

個
々
人
の
思
考
の
前
提
が
変
わ

っ
て
く
る
。
現
代
で
は
前
提
が

違
う
人
と
も
対
話
す
る
能
力
が

必
要
」
と
指
摘
し
た
。
パ
ネ
ル

討
論
の
進
行
役
は
教
師
経
験
も

あ
る
元
神
戸
新
聞
記
者
の
宮
沢

之
祐
（
し
ゆ
う
）
氏
が
務
め
た
。

パ
ネ
ル
討
論
に
先
立
ち
、
歴

史
家
の
磯
田
道
史
さ
ん
が
「
刷

り
物
の
字
が
教
え
た
日
本
」
と

題
し
て
基
調
講
演
し
た
。

２
日
目
は
計
15
テ
ー
マ
の
分

科
会
や
実
践
発
表
な
ど
を
通
じ

て
、
子
ど
も
記
者
活
動
や
新
聞

記
事
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
な
ど

に
つ
い
て
学
ん
だ
。
今
大
会
か

ら
始
ま
っ
た
ポ
ス
タ
ー
発
表
に

は
約
50
団
体
・
個
人
が
参
加
。

「
１
日
５
分
で
効
果
満
点
！

電
子
版
ニ
ュ
ー
ス
で
Ｎ
Ｉ
Ｅ
」

「
道
徳
科
『
か
ぜ
の
で
ん
わ
』

×
新
聞
力
」
な
ど
多
彩
な
取
り

組
み
を
紹
介
し
て
い
た
。

来
年
の
全
国
大
会
は
７
月
31

日
と
８
月
１
日
の
２
日
間
、
神

戸
市
で
開
か
れ
る
。

グループに分かれて新聞活用について話し合う北海道
セミナーの参加者

ＮＩＥ全国大会で初めて開催され、多くの来場者で
混み合ったポスター発表会場

探
究
学
習
に
新
聞
活
用
を

札
幌
で
第
８
回
北
海
道
セ
ミ
ナ
ー

実践発表、グループ交流も

探究と対話 実践学ぶ
京都全国大会  ポスター発表初開催
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京
都
教
育
大
付
属
桃
山
小
学
校

に
は
、
特
例
の
情
報
科
「
メ
デ
ィ

ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
」

が
あ
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
の
実

践
発
表
で
井
上
美
鈴
教
諭
は
、
６

年
生
で
毎
週
１
回
行
っ
た
昨
年
の

デ
ジ
タ
ル
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
デ

ジ
タ
ル
新
聞
作
成
の
実
践
を
報

告
。
児
童
が
時
間
や
場
所
を
問
わ

ず
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
新
聞
を

読
む
こ
と
が
習
慣
化
し
た
と
成
果

を
強
調
し
た
。
授
業
で
は
デ
ジ
タ

ル
情
報
の
功
罪
両
面
を
教
え
て
い

る
こ
と
も
説
明
し
た
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
に
は
授
業
支
援

ア
プ
リ
を
使
用
。
児
童
は
過
去

１
週
間
分
の
全
国
紙
の
デ
ジ
タ

ル
紙
面
か
ら
気
に
な
る
記
事
を

選
び
、
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト

で
記
録
す
る
。
そ
の
記
事
を
選

ん
だ
理
由
や
感
想
な
ど
を
書
き

込
み
、
小
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交

流
す
る
う
ち
に
自
然
と
対
話
が

生
ま
れ
、
記
事
を
選
ぶ
観
点
の

違
い
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
。

授
業
で
は
デ
ジ
タ
ル
新
聞
の

利
点
と
欠
点
も
検
証
し
た
。
井

上
教
諭
は
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
際

に
切
り
貼
り
が
不
要
で
、
数
日

前
の
記
事
も
す
ぐ
に
検
索
で
き

る
。
全
国
の
地
域
版
を
読
め
る

の
も
魅
力
」
と
話
し
た
。
児
童

か
ら
は
利
点
と
し
て
「
記
事
を

共
有
し
や
す
い
」「
か
さ
ば
ら

第
８
回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
札
幌
地
区
セ

ミ
ナ
ー
（
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進

協
議
会
、
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究

会
主
催
）
が
７
月
５
日
、
札
幌

市
東
区
の
義
務
教
育
学
校
福
移

学
園
で
開
か
れ
た
。
同
学
園
の

福
本
勇
太
教
諭
が
５
年
生
社
会

科
「
自
然
条
件
と
人
々
の
く
ら

し
」の
授
業
＝
写
真
＝
を
公
開
。

教
員
ら
約
40
人
が
見
学
後
、
授

業
に
関
す
る
研
究
討
議
を
行
い

活
発
に
意
見
交
換
し
た
。

児
童
10
人
は
こ
れ
ま
で
、
冷

涼
な
北
海
道
と
温
暖
な
沖
縄
、

平
野
部
な
ど
の
低
地
と
高
原
な

ど
の
高
地
の
暮
ら
し
を
比
較
し

な
が
ら
学
ん
で
き
た
。
さ
ら
に

記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
新
聞
制

作
機
能
を
使
い
、
低
地
に
あ
る

福
移
地
区
の
歴
史
や
特
徴
を
伝

え
る
新
聞
を
各
自
が
作
っ
て
き

た
。こ

の
日
は
、
壁
に
貼
り
出
さ

れ
た
互
い
の
新
聞
を
読
ん
で
交

流
。
福
移
地
区
が
何
度
も
洪
水

に
遭
い
、
治
水
工
事
が
続
い
て

き
た
こ
と
や
、
多
く
の
生
物
が

い
る
湿
原
が
激
減
し
た
こ
と
な

ど
を
理
解
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
新
聞
を
手
直
し
し
な
が
ら

地
域
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

研
究
討
議
で
は
「
福
移
の
歴

史
に
興
味
の
わ
く
楽
し
い
授
業

だ
っ
た
」「
児
童
が
１
分
間
で

自
作
の
新
聞
の
内
容
を
説
明
す

る
時
間
が
あ
れ
ば
理
解
が
深
ま

っ
た
の
で
は
」
な
ど
の
意
見
が

出
て
い
た
。

な
い
」、
欠
点
で
は
「
デ
ー
タ

が
消
え
る
恐
れ
が
あ
る
」「
物

と
し
て
残
ら
な
い
」
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

さ
ら
に
井
上
教
諭
は
「
今
の

時
代
は
生
成
Ａ
Ｉ
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

使
っ
て
誰
で
も
発
信
者
に
な
れ

る
。
例
え
ば
目
の
前
で
起
き
た

交
通
事
故
を
簡
単
に
発
信
で
き

る
。
そ
れ
で
良
い
の
か
と
問
い

か
け
て
い
る
」
と
述
べ
、
肖
像

権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮

な
ど
、
情
報
に
責
任
を
持
つ
力

の
大
切
さ
を
指
導
し
て
い
る
こ

と
を
強
調
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
新
聞
作
り
は
中
国

や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
４
カ

国
に
つ
い
て
班
ご
と
に
調
べ
た

後
、
さ
ら
に
生
徒
自
身
が
詳
し

く
調
べ
た
内
容
を
記
事
に
し

た
。
全
国
紙
の
新
聞
作
成
ア
プ

リ
を
使
っ
て
写
真
も
配
置
。
書

き
直
し
も
簡
単
で
、
１
時
間
ほ

ど
で
仕
上
が
っ
た
と
い
う
。

新
聞
に
つ
い
て
井
上
教
諭
は

「
紙
か
デ
ジ
タ
ル
か
と
限
定
す

る
の
で
は
な
く
、
両
方
の
特
性

を
活
用
す
る
学
習
の
場
を
今
後

も
設
定
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
、
発
表
を
締
め
く
く
っ
た
。

真
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け

る
京
都
市
で
開
か
れ
た
全
国
大

会
。
１
日
目
の
基
調
提
案
で
は

新
聞
と
教
育
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
「
予
測
困
難
な
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、

答
え
の
な

い
問
い
に

ど
う
立
ち

向
か
っ
て

い
く
か
。

自
ら
探
り
、
協
働
を
通
じ
て
問

題
を
解
決
す
る
力
の
養
成
を
後

押
し
す
る
一
つ
が
新
聞
の
活
用

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
。

続
く
歴
史
家
の
磯
田
道
史
さ

ん
に
よ
る
講
演
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
生
涯
学
び
続
け
る
好
奇

心
や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
裏

を
か
く
賢
さ
の
大
切
さ
を
呼
び

か
け
た
。
具
体
的
に
は
、
Ａ
Ｉ

は
目
的
と
ル
ー
ル
が
決
ま
っ
た

も
の
に
は
強
い
が
、
抽
象
度
が

高
い
目
標
に
は
弱
い
。
そ
の
た

め
、
Ｉ
Ｑ
（
知
能
指
数
）
よ
り

企
画
力
や
相
手
の
心
を
読
む
Ｅ

Ｑ
（
心
の
知
能
指
数
）
を
育
む

こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
呼
び

か
け
て
い
た
。

２
日
目
は
２
校
の
公
開
授
業

に
立
ち
会
っ
た
。
１
校
目
は
高

校
の
論
理
国
語
の
授
業
「
多
様

性
を
問
う

新
聞
記
事
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
表
現
」。
中
学
３
年
生

も
含
む
生
徒
た
ち
は
、
３
月
８

日
の
「
国
際
女
性
デ
ー
」
に
発

行
さ
れ
た
全
国
紙
や
地
方
紙
、

海
外
の
新
聞
で
の
記
事
の
取
り

扱
い
や
内
容
を
比
較
。
国
内
総

生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
と
ジ
ェ
ン
ダ

ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
の
相
関
関
係

を
分
析
す
る
な
ど
、
多
角
的
な

視
点
で
意
見
を
主
張
す
る
様
子

が
見
ら
れ
た
。

も
う
１
校
が
東
日
本
大
震
災

に
関
す
る
中
学
３
年
社
会
科
の

授
業
「
原
子
力
災
害
の
今
・
自

分
事
と
し
て
考
え
る
と
い
う
こ

と
」
だ
っ
た
。
ク
ラ
ス
全
体
で

問
題
解
決
の
方
向
性
を
定
め
、

共
同
宣
言
に
つ
な
げ
る
実
践
で

あ
る
。
こ
の
授
業
で
は
福
島
民

報
と
他
紙
と
の
読
み
比
べ
や
震

災
学
習
を
通
し
て
、
記
者
の
思

い
や
読
者
（
地
元
の
人
々
）
の

存
在
を
意
識
す
る
こ
と
を
狙
い

に
新
聞
が
活
用
さ
れ
て
い
た
。

今
回
の
大
会
を
通
し
て
強
く

実
感
し
た
の
は
、
ネ
ッ
ト
空
間

に
膨
大
な
情
報
が
行
き
交
う
世

界
で
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
弊
害
を

知
り
「
情
報
を
正
し
く
選
択
す

る
力
」
を
身
に
付
け
る
上
で
の

Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
今
日
的
な
意
義
の
大

き
さ
だ
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
動
を
一
つ

の
手
だ
て
に
「
子
ど
も
の
主
体

的
な
学
び
を
支
援
す
る
伴
奏

者
」
と
し
て
、
未
来
志
向
の
教

育
課
程
を
実
現
さ
せ
た
い
。

福
移
の
歴
史
学
び

新
聞
作
っ
て
交
流

札
幌
地
区
セ
ミ
ナ
ー

全
国
大
会
に
参
加
し
て

篠
路
西
中
教
諭
・
山
田
耕
平

Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
意
義
再
認
識

全国大会・実践発表 対
話
生
む
デ
ジ
タ
ル
新
聞

京
都
教
育
大
付
属
小

ス
ク
ラ
ッ
プ
で
活
用「読み書き交流する『デジタル新聞』 これからの

ＮＩＥ」と題して行われた井上教諭の実践発表

2024 年（令和 6年）9 月 1 日
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小
中
一
貫
９
年
制
の
福
移
学

園
は
、
22
年
度
か
ら
実
践
校
と

な
っ
て
い
る
。
23
年
度
は
担
任

し
た
６
年
生
の
ク
ラ
ス
で
週
１

回
、
朝
の
15
分
間
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
タ

イ
ム
を
設
定
。
記
事
を
一
つ
選

ん
だ
日
直
当
番
の
児
童
が
要
約

内
容
を
紹
介
し
、
感
想
な
ど
を

述
べ
る
。
続
い
て
児
童
た
ち
は

当
日
の
新
聞
１
面
な
ど
を
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
読
ん
だ
。

憲
法
記
念
日
の
紙
面
読
み
比

べ
で
は
３
紙
を
読
ん
で
書
き
方

や
見
出
し
の
違
い
に
気
付
き
、

「
複
数
の
方
法
で
の
情
報
収
集

が
大
切
」「
い
く
つ
か
読
む
こ

と
で
い
ろ
い
ろ
な
見
方
が
で
き

る
」
と
学
ん
だ
。
社
会
参
画
の

意
識
も
高
ま
り
、
札
幌
市
雪
対

策
室
の
方
を
お
招
き
し
て
持
続

可
能
な
除
排
雪
の
た
め
に
「
市

民
も
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
と
発
表
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
４
年
生
は
国
語

科
「
新
聞
を
作
ろ
う
」
の
授
業

で
じ
っ
く
り
新
聞
を
読
み
、
特

徴
を
捉
え
た
。
新
聞
係
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
っ
た
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た

り
し
て
月
２
回
程
度
の
デ
ジ
タ

ル
新
聞
を
発
行
し
て
い
る
。

中
学
に
当
た
る
後
期
課
程
で

も
、
朝
の
時
間
や
部
活
動
前
に

特
設
コ
ー
ナ
ー
で
新
聞
を
読
む

よ
う
に
な
っ
た
＝
写
真
＝
。
授

業
で
の
新
聞
活
用
に
際
し
、
後

期
課
程
の
社
会
科
教
諭
か
ら
助

言
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
た
。

今
後
も
多
様
な
方
法
で
情
報

を
集
め
、
情
報
を
取
捨
選
択
し

て
活
用
で
き
る
子
ど
も
に
育
つ

よ
う
尽
力
し
て
い
き
た
い
。

介
。
教
員
か
ら
の
質
問
に
答
え

る
形
で
取
り
組
ん
だ
。
３
年
生

は
朝
の
会
で
「
今
日
の
ニ
ュ
ー

ス
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
要

約
し
た
ニ
ュ
ー
ス
を
発
表
す
る

形
で
始
め
た
。

夏
休
み
は
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ

に
取
り
組
ん
だ
。
学
年
ご
と
の

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
各
自
が
10

以
上
の
記
事
を
選
ん
で
作
成
し

た
。
全
十
勝
ス
ク
ラ
ッ
プ
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
品
し
て
最
優
秀
賞

の
ほ
か
各
学
年
か
ら
入
賞
者
が

出
た
。委
員
会
活
動
で
は「
新
刊

図
書
紹
介
新
聞
」を
作
成
。本
の

帯
の
内
容
な
ど
を
生
か
し
壁
新

聞
形
式
で
紹
介
し
た
＝
写
真
＝
。

今
後
も
よ
り
多
く
の
教
科
・

教
育
活
動
で
新
聞
活
用
を
図
り

な
が
ら
、
豊
か
な
言
語
活
動
の

展
開
を
図
っ
て
い
く
。

上
浦
幌
中
は
、
23
年
度
に
Ｎ

Ｉ
Ｅ
実
践
校
と
し
て
３
年
目
を

迎
え
た
。
国
語
科
を
中
心
と
し

た
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

１
年
生
で
は
「
広
告
を
作
ろ

う
」
の
授
業
を
展
開
し
た
。
家

庭
科
教
諭
ら
と
連
携
し
、
食
堂

に
食
育
、
健
康
に
関
す
る
広
告

を
掲
示
。
多
目
的
室
に
も
新
聞

広
告
を
貼
り
出
し
た
。
こ
れ
ら

を
参
考
に
各
自
が
「
設
定
さ
れ

た
会
社
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

を
考
え
広
告
作
り
を
学
ん
だ
。

２
年
生
の
「
投
稿
原
稿
を
書
こ

う
」
で
は
、
批
判
的
な
見
方
で

新
聞
投
稿
文
を
書
い
た
。
全
国

中
学
校
総
合
文
化
祭
に
出
品
さ

れ
、
高
い
評
価
を
得
た
。

記
事
の
発
表
は
全
学
年
で
行

っ
た
。
１
、
２
年
生
の
国
語
の

授
業
で
は
最
初
の
３
分
間
を
使

っ
て
１
人
が
１
面
の
記
事
を
紹

23
年
度
で
実
践
校
６
年
目
を

迎
え
た
私
立
札
幌
新
陽
高
は
、

１
年
生
の
「
言
語
文
化
」
の
授

業
で
２
時
間
ず
つ
、
計
６
時
間

を
使
っ
て
時
事
問
題
と
漢
字
を

結
び
つ
け
る
実
践
を
行
っ
た
。

多
く
の
生
徒
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
情
報
に
依
存
す
る
今
、

情
報
を
読
み
取
る
力
や
判
断
す

る
力
を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ

る
。
そ
こ
で
日
本
漢
字
能
力
検

定
協
会
が
主
催
す
る
「
今
年
の

漢
字
」
に
応
募
し
、
１
年
間
で

ど
ん
な
出
来
事
が
あ
っ
た
の
か

を
ウ
ェ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
を

用
い
て
振
り
返
っ
た
。

授
業
は
37
人
の
１
年
生
の
一

つ
の
ク
ラ
ス
で
実
施
。
昨
年
11

月
21
日
に
行
っ
た
初
回
の
授
業

で
自
ら
考
え
た
今
年
の
漢
字
を

設
定
し
、
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
サ

イ
ト
か
ら
１
年
を
振
り
返
っ
て

応
募
し
た
。

２
回
目
の
授
業
は
、
今
年
の

漢
字
で
あ
る
「
税
」
が
発
表
さ

れ
た
後
の
12
月
19
日
。
今
年
の

漢
字
記
事
紹
介
ポ
ス
タ
ー
の
作

成
＝
写
真
＝
に
着
手
し
、
上
位

20
位
に
入
っ
た「
税
」「
暑
」「
楽
」

な
ど
の
漢
字
に
関
す
る
記
事
を

探
し
て
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
た
。

今
年
１
月
17
日
の
３
回
目
の
授

業
で
ポ
ス
タ
ー
完
成
。
発
表
・

情
報
交
換
会
も
開
か
れ
た
。

今
回
の
実
践
を
通
し
、
情
報

を
得
る
手
段
と
し
て
新
聞
を
提

示
し
た
。
普
段
の
授
業
で
生
徒

た
ち
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

使
っ
て
情
報
収
集
や
リ
ポ
ー
ト

作
成
を
行
う
が
、
異
な
る
学
習

ス
タ
イ
ル
を
経
験
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

北海道ＮＩＥ推進協議会は
2023年度のＮＩＥ実践指定
校全道35校から、優秀実践表
彰校に札幌市立義務教育学
校福移学園と十勝管内浦幌
町立上浦幌中学校、私立札
幌新陽高校の3校を選んだ。

教員が連携し、創意工夫を凝
らした新聞活用を行ってきた
各校の取り組みを紹介する。
詳細は全35校の活動内容を紹
介した23年度北海道ＮＩＥ実
践報告書に掲載している。

創意工夫 続く挑戦
23年度表彰 ３校が報告

3紙読み比べ視野広げる
札幌・福移学園　福本 勇太 教諭

社会学習に「今年の漢字」
札幌新陽高　桜庭 彩寧 教諭

国
語
力
養
う
ニ
ュ
ー
ス
要
約

十
勝
・
上
浦
幌
中

中
村
宏
喜
教
諭

2024 年（令和 6年）9 月 1 日
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日
本
新
聞
協
会
は
７
月
11

日
、
全
国
の
小
中
高
校
で
行
っ

た
学
習
効
果
調
査
の
結
果
を
ま

と
め
た
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
後
の
変

化
で
児
童
生
徒
の
「
読
む
力
」

「
書
く
力
」
や
、
教
員
の
指
導

力
な
ど
が
「
伸
び
た
」（
大
幅

に
伸
び
た
、
少
し
伸
び
た
を
含

む
）
と
回
答
し
た
学
校
が
９
割

以
上
に
達
し
た
。

今
年
１
、
２
月
、
実
践
指
定

校
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
在
籍
校
な

ど
計
１
１
４
７
校
を
対
象
に
調

査
（
回
答
率
50
・
６
％
）。
児

童
生
徒
の
「
読
む
力
」
が
「
伸

び
た
」
と
し
た
学
校
の
割
合
は

全
体
の
94
％
、「
書
く
力
」
は

93
％
で
、「
理
解
力
・
考
え
を

深
め
る
力
」が
92
％
、「
主
体
性
」

は
90
％
と
続
く
。

「
聞
く
力
・
話
す
力
」
も
87

％
と
、
多
く
の
学
校
が
成
長
を

実
感
し
て
い
た
。「
そ
の
他
の

資
質
・
能
力
等
の
変
化
」
に
関

す
る
記
述
式
の
回
答
で
は
新
聞

閲
読
の
習
慣
化
、
メ
デ
ィ
ア
リ

テ
ラ
シ
ー
や
読
解
力
・
表
現
力

の
向
上
、
社
会
や
他
者
へ
の
興

味
・
関
心
が
高
ま
っ
た
と
い
っ

た
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

教
員
の
指
導
力
に
つ
い
て
も

教
材
研
究
・
情
報
収
集
力
が
向

上
し
た
と
の
記
述
が
多
く
寄
せ

ら
れ
、
90
％
の
学
校
が
「
伸
び

た
」
と
す
る
回
答
を
寄
せ
た
。

Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
内
容
上
位
３
項
目

は
①
授
業
で
の
活
用
②
朝
の
時

間
や
帰
り
の
会
な
ど
短
い
時
間

で
新
聞
に
親
し
む
Ｎ
Ｉ
Ｅ
タ
イ

ム
③
調
べ
学
習
｜
。
実
践
頻
度

は
「
週
に
１
回
以
上
」
が
最
多

の
34
％
で
「
月
に
１
、
２
回
程

度
」
と
合
わ
せ
る
と
59
％
と
全

体
の
半
分
以
上
を
占
め
る
。

結
果
に
つ
い
て
新
聞
協
会
の

関
口
修
司
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
「
毎
週
１
回
以
上
の
日
常
的

な
実
践
に
よ
っ
て
教
師
の
指
導

力
や
児
童
生
徒
の
力
が
大
き
く

向
上
す
る
。年
に
数
回
で
は『
大

幅
な
伸
び
』は
期
待
で
き
な
い
」

と
指
摘
し
て
い
る
。

　○…道民には厳し過ぎる暑さの京都市
で、ＮＩＥ全国大会が開かれた。初開催の
ポスター発表は会場内を移動するにも一
苦労という大にぎわい。興味深い発表の
一つに関東学院六浦中学・高校（横浜）
の司書教諭による「学校図書館における
『新聞カフェ』の実践」があった。2022 年
12 月から毎月 1 回、参加を希望する生
徒や教員が新聞を 5～ 10 分間読んで話
題にしたいトピックスを決め、自由に発
表、意見交換を行う。立場や年齢の違う人
たちの考えを聞くことで、社会の出来事
を考える視野が広がるという。ポスター
発表では、このほかにも取材してみたい
と思う多くの取り組みが紹介されていた。
来年の全国大会でも続けてほしい。�（福）

美
唄
市
の
小
学
校
で
昨
年
に

始
ま
っ
た
「
農
業
科
」
の
授
業

を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。「
農
業

を
学
ぶ
」
の
で
は
な
く
「
農
業

で
学
ぶ
」。
何
を
学
ぶ
の
か
。

私
た
ち
は
生
き
も
の
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
だ
。

授
業
の
様
子
を
6
月
20
日
付

の
朝
日
新
聞
か
ら
引
く
。「
ぬ

か
る
ん
だ
足
元
に
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
、
昔

な
が
ら
の
方
法
で
、
1
本
ず
つ

苗
を
植
え
て
い
っ
た
」「
自
分

で
植
え
た
列
は
、
収
穫
す
る
ま

で
自
分
が
担
当
す
る
。『
私
の

と
こ
ろ
だ
け
育
た
な
か
っ
た

ら
、
ど
う
し
よ
う
』
授
業
の

冒
頭
、
冷
た
い
田
ん
ぼ
の
水
に

は
し
ゃ
い
で
い
た
子
ど
も
た
ち

の
表
情
に
、
少
し
責
任
感
が
宿

っ
た
よ
う
に
見
え
た
」

田
植
え
の
後
も
、
地
元
農
家

や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
ら
に

支
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
半
年

以
上
を
か
け
て
イ
ネ
と
じ
っ
く

り
向
き
合
う
。そ
れ
を
通
し
て
、

生
き
も
の
は
時
間
が
必
要
な
こ

と
、
生
き
も
の
は
手
を
か
け
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
こ
と
、
生

き
も
の
は
思
い
通
り
に
な
ら
な

い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
体
験
す

る
。「

美
唄
市
小
学
校
農
業
科
読

本
」（
Ａ
４
判
カ
ラ
ー
、
１
１

１
ペ
ー
ジ
）
も
作
っ
た
。
そ
の

編
集
委
員
会
の
特
別
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
Ｊ
Ｔ
生
命
詩
研
究
館
名

誉
館
長
の
中
村
桂
子
さ
ん
は
、

生
き
も
の
に
つ
い
て
語
る
と
き

に
一
枚
の
絵
を
紹
介
す
る
。「
生

命
詩
絵
巻
」
だ
。

一
番
下
の
扇
の
要
が
生
命
の

誕
生
、
そ
れ
か
ら
40
億
年
を
経

て
、
今
は
一
番
上
の
扇
の
広
が

り
に
多
様
な
生
き
も
の
が
描
か

れ
て
い
る
。
生
き
も
の
の
一
つ

と
し
て
人
間
も
入
っ
て
い
る
。

生
き
も
の
は
多
様
で
あ
る
が
、

40
億
年
前
の
海
に
い
た
先
祖
細

胞
か
ら
進
化
し
た
仲
間
で
あ
る

こ
と
を
表
し
て
い
る
。

中
村
さ
ん
は
読
本
の
冒
頭

で
、
農
業
科
の
授
業
に
つ
い
て

「
人
間
同
士
は
も
ち
ろ
ん
、
全

て
の
生
き
も
の
が
つ
な
が
っ
た

仲
間
で
あ
り
、
み
ん
な
で
支
え

合
い
な
が
ら
生
き
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
学
べ

る
楽
し
い
時
間
」
と
書
い
て
い

る
。「

生
き
も
の
の
中
の
私
た

ち
」
と
と
も
に
、
社
会
的
な
動

物
で
あ
る
人
間
は
、「
社
会
の

中
の
私
た
ち
」
を
学
ぶ
こ
と
も

欠
か
せ
な
い
。
そ
れ
に
は
新
聞

が
役
立
つ
。
美
唄
市
の
農
業
科

の
考
え
方
や
取
り
組
み
を
知
る

ほ
ど
に
、
そ
う
強
く
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
教
育
に
新
聞
を
）

の
学
習
効
果
に
関
す
る
調
査
の

結
果
が
7
月
、
日
本
新
聞
協
会

か
ら
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
、児
童
生
徒
の
「
聞
く
力
・

話
す
力
」「
読
む
力
」「
書
く
力
」

「
理
解
力
・
考
え
を
深
め
る
力
」

「
主
体
性
」
が
、「
伸
び
た
」
と

評
価
す
る
学
校
が
9
割
前
後
に

上
っ
た
。
い
ず
れ
の
力
も
社
会

の
中
で
生
活
す
る
た
め
の
基
礎

で
あ
る
。

ま
た
、「
教
員
の
指
導
力
」

が
向
上
し
た
と
の
回
答
も
9
割

を
超
え
た
。
新
聞
協
会
Ｎ
Ｉ
Ｅ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
関
口
修

司
さ
ん
は
次
の
コ
メ
ン
ト
を
出

し
た
。「『
教
員
が
日
常
的
に
新

聞
を
読
み
、
社
会
の
出
来
事
と

関
連
さ
せ
て
授
業
を
進
め
る
』

こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
」

農
業
で
生
き
も
の
と
の
つ
な

が
り
を
感
じ
、
新
聞
で
社
会
と

の
つ
な
が
り
を
知
る

｜
｜

。
植

物
や
動
物
を
育
て
る
こ
と
も
、

新
聞
を
読
ん
だ
り
考
え
を
ま
と

め
た
り
す
る
こ
と
も
、
手
間
と

時
間
が
か
か
る
。
コ
ス
パ
（
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
や
タ

イ
パ
（
タ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
）
の
風
潮
の
中
で
、
人
間
と

し
て
欠
か
せ
な
い
大
切
な
も
の

を
、
農
業
と
新
聞
は
し
っ
か
り

と
学
べ
る
。

編集後記 新
聞
協
会
Ｎ
Ｉ
Ｅ
学
習
効
果
調
査

読
み
書
き
能
力
向
上
９
割

朝
日
新
聞
北
海
道
報
道
セ
ン
タ
ー

武
山

忍

農業と新聞で学べるもの

【生命誌絵巻】　協力：団まりな　画：橋本律子

つ
な
が
り
の
中
に
生
き
る
私
た
ち

2024 年（令和 6年）9 月 1 日
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